
品 名：90085_330000_014_03_米国製造業株式ファンド_1106002.docx 

日 時：2026/6/22 15:17:00 

ページ：1 

 

 

ＢＮＹメロン・インベストメント・マネジメント・ジャパン株式会社 
東京都千代田区丸の内１丁目８番３号 

丸の内トラストタワー本館 

＜運用報告書に関するお問い合わせ先＞ 

電話番号：03-6756-4600（代表） 

受付時間：営業日の9：00～17：00 

ホームページ  https://www.bny.com/investments/jp 

  

●当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／海外／株式 

信 託 期 間 2050年５月17日まで 

運 用 方 針 
信託財産の中長期的な成長を目指して積極的な

運用を行います。 

主要運用対象 

米国製造業株式 

フ ァ ン ド 

（ベビーファンド） 

「米国製造業株式マザーファ

ンド」の受益証券を主要投資

対象とします。 

米国製造業株式 

マザーファンド 

（マザーファンド） 

米国の金融商品取引所に上場

（これに準ずるものを含みま

す｡）されている株式を主要投

資対象とします。 

組 入 制 限 

ベビーファンドの 

組 入 上 限 比 率 

マザーファンドの受益証券へ

の投資割合には、制限を設け

ません。 

株式への実質投資割合には、

制限を設けません。 

外貨建資産への実質投資割合

には、制限を設けません。 

マザーファンドの 

組 入 上 限 比 率 

株式への投資割合には、制限

を設けません。 

外貨建資産への投資には、制

限を設けません。 

分 配 方 針 

毎決算時（原則として、毎年５月17日、休業日の

場合は翌営業日）に、原則として基準価額水準等

を勘案して委託者が決定します。ただし、分配対

象額が少額の場合には分配を行わないことがあ

ります。 
 

 

 
米国製造業株式ファンド 

（愛称：ＵＳルネサンス） 

追加型投信／海外／株式 

運用報告書(全体版) 

第14期 (決算日：2026年５月18日) 

受益者のみなさまへ 

平素は、格別のお引立てにあずかり厚く御礼申し上げ

ます。 

さて、「米国製造業株式ファンド（愛称：ＵＳルネサ

ンス）」は、2026年５月18日に第14期決算を行いました。

ここに、期中の運用状況をご報告申し上げます。 

今後とも一層のご愛顧を賜りますよう、お願い申し上

げます。 
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○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

( 参 考 指 数 ) 
Ｓ＆Ｐ500指数(円換算) 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 

(分配落) 
税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

10期(2022年５月17日) 60,391 0 17.4 49,996 13.4 95.5 － 5,043 

11期(2023年５月17日) 70,741 0 17.1 54,122 8.3 97.1 － 7,025 

12期(2024年５月17日) 92,923 0 31.4 79,512 46.9 98.8 － 11,420 

13期(2025年５月19日) 96,691 0 4.1 83,322 4.8 99.3 － 14,093 

14期(2026年５月18日) 157,991 0 63.4 113,643 36.4 98.9 － 25,290 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 

（注） 参考指数はＳ＆Ｐ500指数(円換算)で、原則として前営業日の株価指数を当日の為替レートで円換算して指数化しております。 

（注） 参考指数は投資対象資産の市場動向を説明する代表的な指数として記載しております。 

（注） Ｓ＆Ｐ500指数は、Ｓ＆Ｐダウ・ジョーンズ・インデックスが算出・公表している、米国の証券取引所に上場された代表的な500銘柄で構

成される株価指数です。当該指数に係る著作権等の知的財産権、その他一切の権利は、当該指数等の開発元または公表元に帰属します。

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 

( 参 考 指 数 ) 
Ｓ＆Ｐ5 0 0指数 (円換算) 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

 騰 落 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2025年５月19日 96,691 － 83,322 － 99.3 － 

５月末 96,649 △ 0.0 82,065 △ 1.5 98.8 － 

６月末 104,398 8.0 86,247 3.5 99.2 － 

７月末 112,028 15.9 91,711 10.1 99.6 － 

８月末 109,081 12.8 92,164 10.6 99.5 － 

９月末 116,008 20.0 95,683 14.8 96.9 － 

10月末 134,580 39.2 101,433 21.7 99.7 － 

11月末 133,100 37.7 102,951 23.6 99.2 － 

12月末 136,698 41.4 104,312 25.2 99.0 － 

2026年１月末 148,844 53.9 103,318 24.0 98.6 － 

２月末 159,449 64.9 103,859 24.6 99.4 － 

３月末 140,566 45.4 97,855 17.4 98.2 － 

４月末 160,039 65.5 110,426 32.5 98.3 － 

(期  末)       

2026年５月18日 157,991 63.4 113,643 36.4 98.9 － 
 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。   
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○運用経過 (2025年５月20日～2026年５月18日) 

 

当期の基準価額の期中騰落率は63.4％となりました。一方、参考指数であるＳ＆Ｐ500指数（円換算）の期

中騰落率は36.4％となりました。 

なお、当ファンドはベンチマークを設けておりません。 

 

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額およびＳ＆Ｐ500指数（円換算）は、期首（2025年５月19日）の値が基準価額と同一となるように指数化しており

ます。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） Ｓ＆Ｐ500指数（円換算）は当ファンドの参考指数です。 

 

 

（上昇要因） 

・期初から2026年２月後半にかけて、生成AI（人工知能）の技術の進展を背景に活用拡大による恩恵が見込ま

れる企業への成長期待の高まりにより、関連企業の株価が好調に推移したことや、堅調な企業収益の伸びに

支えられ、米国株式市場が上昇基調で推移したこと 

・2026年４月、米国とイランの停戦協議進展による地政学リスクの後退に加え、AIを巡る成長期待の継続や大

手テクノロジー企業の堅調な業績が投資家心理を押し上げ、米国株式市場が上昇したこと 

 

（下落要因） 

・2026年３月、米国・イスラエルとイランを巡る紛争激化に伴うリスク回避の動きや、原油高を背景としたイ

ンフレ再燃に対する懸念の高まりから、米国株式市場が下落したこと 
  

基準価額等の推移 

基準価額の主な変動要因 
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当期の米国株式市場は、期初から2026年２

月初旬にかけて、米国景気の底堅さに加え、

企業収益が順調に拡大したことが株価を下

支えし、総じて堅調な推移となりました。

2025年後半にかけては、AI関連投資の継続を

背景に、AIの活用拡大による恩恵が見込まれ

る企業への期待が持続し、半導体関連銘柄を

含む大型テクノロジーを中心とした企業が

市場を牽引しました。しかし、2026年２月下

旬から３月末頃にかけては、米国およびイス

ラエルとイランを巡る紛争激化による地政

学リスクの高まりや、原油価格上昇に伴うイ

ンフレ再燃懸念の高まりから、リスクオフの

展開となり米国株式市場は下落しました。４

月以降は、米国とイランの停戦協議進展によ

る地政学リスクの後退に加え、半導体企業を

含む大手テクノロジー企業中心に、AIインフラやデータセンター需要への期待、ならびに良好な企業決算が株

価上昇を後押し、米国株式市場は再び上昇し、期を終えました。 

為替市場では円安米ドル高となりました。期の前半は米連邦準備制度理事会（FRB）による利下げ観測の後

退や、日本銀行が利上げに対して慎重な姿勢を維持したことを背景に、円安米ドル高が進行しました。10月以

降は、自民党の高市新総裁の政策スタンスを受けた思惑から、円安米ドル高の動きが一段と強まりました。一

方、2026年１月後半には、日米当局による為替介入を示唆するレートチェックに関する報道を受け、為替相場

は一時的に急速な円高米ドル安へと転じました。その後は、イランを巡る地政学的緊張の高まりを背景に、安

全資産とされる米ドルへの需要が強まり、為替は再び円安米ドル高方向へと推移しました。さらに、４月末頃

から５月初旬にかけては日本政府による為替介入を受けて急激な円高米ドル安が進行したものの、構造的な

円安圧力を背景に、その後は再び円安基調となり、期を終えました。 

 

 

当ファンドは、米国製造業株式マザーファンド受益証券への投資を行いました。 

米国製造業株式マザーファンドは、米国の製造業に関連した株式に投資を行いました。以下は当該マザー

ファンドの運用の状況です。 

 

業種別配分 

当期を通じて資本財・サービス、情報技術、ヘルスケアなどのセクターが概ね上位を占めました。期末時点

における配分（株式現物部分のみを対象）の上位３業種は資本財・サービス62.8％、情報技術25.4％、ヘルス

ケア10.7％でした。 

 

なお、運用にあたっては、ニュートン・インベストメント・マネジメント・ノースアメリカ・エルエルシー

に運用の指図権限の一部を委託しています。 

  

投資環境 

当ファンドのポートフォリオ 
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当期の収益分配については、基準価額水準等を勘案し、見送りとさせていただきました。 

分配に充てなかった収益につきましては、信託財産中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用いたします。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第14期 

2025年５月20日～ 
2026年５月18日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 147,991  
 
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

○今後の運用方針 

＜当ファンド＞ 

引き続きファンドの基本方針に則り、米国製造業株式マザーファンドへの投資を行います。 

 

＜米国製造業株式マザーファンド＞ 

引き続きファンドの基本方針に則り、米国の製造業に関連した株式に投資を行い、信託財産の中長期的な成

長を目指します。 

 

 

  

収益分配 
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○１万口当たりの費用明細 (2025年５月20日～2026年５月18日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 2,411  1.865  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (1,206)  (0.932)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (1,135)  (0.878)  交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の 
情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） (   71)  (0.055)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 21   0.017   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   ※売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） (   21)  (0.017)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 0   0.000   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
   ※有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 株  式 ） (    0)  (0.000)   

（d） そ の 他 費 用 25   0.019   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (   12)  (0.009)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） (    7)  (0.005)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ 印  刷 ） (    6)  (0.004)  目論見書、運用報告書等の印刷・交付等に係る費用 

 （ そ の 他 ） (    0)  (0.000)  金融商品取引に要する諸費用 

 合 計 2,457   1.901    

期中の平均基準価額は、129,286円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 消費税は報告日の税率を採用しています。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当ファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファン

ドに対応するものを含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数点以下第３位未満は四捨五入してあります。 
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（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有

価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数

で除した総経費率（年率）は1.89％です。 
 

  
（注） 各費用は、１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） その他費用は、マザーファンドが支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率と異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2025年５月20日～2026年５月18日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
米国製造業株式マザーファンド 200,794 3,573,050 107,902 1,716,255 

 
（注） 単位未満は切り捨て。 

 

○株式売買比率 (2025年５月20日～2026年５月18日) 

 

項 目 
当 期 

米国製造業株式マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 29,746,307千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 31,806,339千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.93   
 
（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2025年５月20日～2026年５月18日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2026年５月18日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

米国製造業株式マザーファンド 1,154,857 1,247,749 25,268,296 
 
（注） 口数・評価額の単位未満は切り捨て。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

親投資信託残高 
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○投資信託財産の構成 (2026年５月18日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

米国製造業株式マザーファンド 25,268,296 99.0 

コール・ローン等、その他 245,718 1.0 

投資信託財産総額 25,514,014 100.0 
 

（注） 金額の単位未満は切り捨て。 
（注） 米国製造業株式マザーファンドにおいて、当期末における外貨建て純資産（39,200,584千円）の投資信託財産総額（39,676,986千円）

に対する比率は98.8%です。 
（注） 外貨建て資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。1米ドル=158.99円。 

 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2026年５月18日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 25,514,014,983   

 コール・ローン等 52,753,621   

 米国製造業株式マザーファンド(評価額) 25,268,296,821   

 未収入金 192,963,674   

 未収利息 867   

(B) 負債 223,031,997   

 未払解約金 13,245,604   

 未払信託報酬 208,716,711   

 その他未払費用 1,069,682   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 25,290,982,986   

 元本 1,600,782,014   

 次期繰越損益金 23,690,200,972   

(D) 受益権総口数 1,600,782,014口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 157,991円 
 

（注） 当ファンドの期首元本額は1,457,617,263円、期中追加設定元本
額は414,862,270円、期中一部解約元本額は271,697,519円です。

（注） 期末の１口当たり純資産額は15.7991円です。 
 

○損益の状況 (2025年５月20日～2026年５月18日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 109,563   

 受取利息 109,563   

(B) 有価証券売買損益 8,531,074,030   

 売買益 9,338,101,670   

 売買損 △   807,027,640   

(C) 信託報酬等 △   362,754,239   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 8,168,429,354   

(E) 前期繰越損益金 2,931,293,191   

(F) 追加信託差損益金 12,590,478,427   

 (配当等相当額) (   7,613,542,290)  

 (売買損益相当額) (   4,976,936,137)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 23,690,200,972   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 23,690,200,972   

 追加信託差損益金 12,590,478,427   

 (配当等相当額) (   7,614,940,548)  

 (売買損益相当額) (   4,975,537,879)  

 分配準備積立金 11,099,722,545   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ
るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税
等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追
加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分
をいいます。 

（注） 計算期間末における費用控除後の配当等収益（56,353,474円）、
費用控除後の有価証券売買等損益額（8,112,075,880円）、信託
約款に規定する収益調整金（12,590,478,427円）および分配準
備 積 立 金 （ 2,931,293,191 円 ） よ り 分 配 対 象 収 益 は
23,690,200,972円（１万口当たり147,991円）ですが、当期に分
配した金額はありません。 

（注） 運用の指図にかかる権限を委託するために要する費用：信託財
産に属する親投資信託の受益証券の時価総額に、年0.53％を乗
じて得た額 
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○分配金のお知らせ  

 

 当期の分配金はございません。 

 

○お知らせ  

 

約款変更のお知らせ 

 一般社団法人投資信託協会と一般社団法人日本投資顧問業協会が合併し、「一般社団法人資産運用業協会」

に名称が変更されたことに伴い、所要の約款変更を行いました。（2026年４月１日付） 
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